
 

 

 

IWC2026「SAKE部門」審査会等のひろしま開催について 

１　要旨・目的 

　　International Wine Challenge（IWC）2026「SAKE部門」の審査会等を５月に本県で開催し、吟醸酒発祥

の地である広島県産日本酒の魅力を国内外に広く発信する。 

 

２　現状・背景 

International Wine Challenge（IWC）は、世界的に権威あるブラインドテイスティング審査会として知

られており、2007年に創設された「SAKE部門」は、日本酒の審査会として最大かつ最も影響力のあるイベ

ントの一つである。これまでに、日本国内では東京（2012年）、兵庫（2016年）、山形（2018年）で開催さ

れており、2026年の開催は、SAKE部門設立20周年という節目の年での開催となる。 

広島県は、吟醸酒発祥の地でもあるとともに、国内で唯一の国立の酒類研究機関「酒類総合研究所」が設

置されているなど、酒造り文化の伝統と技術が高く評価されており、今回の本県開催に至った。 

本審査会には、ヨーロッパやアジアなど世界十数か国から集まる国際色豊かな審査員が集結。各国で活躍

する日本酒専門家やソムリエ・醸造家・バイヤーなど多彩かつ影響力の高いメンバーを通して、広島県の日

本酒の魅力を国内外へと広く発信する。 

 

３　概要・日程 

 

４　IWC2026「SAKE部門」ひろしま開催実行委員会の構成団体 

 

５　予算 

51,358千円［令和７年度９月補正予算　物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用］ 

（イベント運営や実行委員会主催の一般消費者向けイベント等を負担）

 日時 実施内容 場所

 
5月17日(日)

県内酒蔵と審査員との交流会 白牡丹酒造

 参拝セレモニー・歓迎レセプション 松尾神社、賀茂鶴酒造

 5月18日(月) 
～20日(水)

審査会 東広島芸術文化ホールくらら

 

5月21日(木)

審査会（上級審査員） 同上

 
視察ツアー

酒類総合研究所、株式会社サタケ、 
呉市・竹原市内の酒蔵見学 等

 
5月22日(金) 受賞酒発表会 シェラトングランドホテル広島

 

5月23日(土) 
以降

県民等が参加でき、審査会出品酒と県産日本

酒を味わうことかできる日本酒試飲会等を

実施

広島市（トゥモロウスクエア）、 
呉市（よい街くれバルと連携）、 
三原市（広島空港）

 三原市、福山市、庄原市、東広島市、 
安芸高田市、安芸太田町

 実行委員会 
構成団体 

（16団体）

広島県酒造組合、広島県、広島市、呉市、竹原市、三原市、福山市、三次市、庄原市、

東広島市、安芸高田市、府中町、安芸太田町、北広島町、大崎上島町、神石高原町
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